
＜ 晩春の校庭の植物 ～④草本(合弁花類)その２.キク科以外 ＞
ごうべん か るい

こんにちは。開校 11年目のひたち野うしく小校庭、４月末～５月の植物。今回は、合弁花類の草で
ごうべん か るい

前号のキク科以外のものを紹介します。
か しょうかい

左は日本に昔からあるオ
むかし

オバコですが、右のは毛む
け

くじゃらで最近多く見られる
さいきん

ようなったツボミオオバコ

です。オオバコは多年草です
た ねんそう

が、ツボミオオバコは一年草
いちねんそう

で北アメリカ原産の帰化植
げんさん き か しょく

物です。姿は似ていても、生
ぶつ すがた に

活のしかたは違うのですね。
ちが

続いて、オオイヌノフグリのなかま。ひたち野うしく中学校にもあったムシクサは、ほとんど全て
すべ

の花が実になっていました。実を見ると、やはりオオイヌノフグリに似ていますね。タチイヌノフ
み み に

グリは花を開いているのが多く見られ、今回は花のアップも撮れました。とても小さな花ですが、や
と

はり形も色もオオイヌノフグリの花そっくりですね。
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オオバコ(左)とツボミオオバコ

(右)。どこが違うだろう？
ちが

ムシクサ（左）とタチイヌノフグリ（中，右上）、オオイヌノフグリ（右下）。



きれいな花ですね。マツバウ

ンランといい、ここまでがオオ

バコ科のなかまです。花の形が海
か

岸に生えるウンラン（海蘭）に似
に

て、松の葉のような細い葉をして
まつ は は

いるところから、この名がつきま

した。北アメリカ原産の帰化植
げんさん き か しょく

物で、西日本から入ってきたよう
ぶつ

ですが、いまは関東でもふつうに

見られますね。

こちらは、アカネ科のヤエムグラ。一見、離弁花のようですが、よく見るともとがつながっていま
か り べん か

す。「ムグラ」というのは茂ってやぶをつくる草のことをいい、「ヤエ」は八重で、幾重にも折り重なっ
しげ や え いく え お かさ

て茂るからとか、葉が輪になって茎につくからなどといわれます。実は、服などによく引っつきます。
しげ は わ くき み ふく

おなじみのホトケノザ（シソ科）とキュウリグサ（ムラサキ科）も、まだ咲き残っていました。
か か さ のこ

名前の由来は？ 忘れちゃった人は、10，11号を読み返してね。 【理科支援員：宮内】
ゆ らい わす

マツバウンラン(左)と花のアップ(右)。

ヤエムグラ（左）と花のアップ（右）。

シソ科のホトケノザ（左）と、ムラサキ科のキュウリグサ（右）。
か か


